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研究成果の概要（和文）：緊急施設配置を中心に研究した．障害物を考慮するとともに、距離と

しては A 距離を用い、配置候補地の望ましさ、事故発生確率の違いを仮定したより現実的なモ

デルを構築して、その効率的な解法を作り出すことができた．さらに既存施設の存在のもとで

のモデルへと拡張し、その解法を得た．これら多目的モデルから得られた非劣解の中からどの

解を採用するかという実際の決定のルールに役立つよう数理的評価方法と融合させた施設配置

モデルを考えた．この研究成果は幾つかの SCI Journal に掲載され、数理的方法としてはかな

りの成果が得られている．多様な情報を用いて施設配置を行うという当初の目的が達成されて

いると思っている．また、これで前回の科研研究「都市の基盤つくりとしての施設配置の数理

的研究」と合わせ、施設配置の面からモデルとしてデータベースができつつあると思う． 
 
研究成果の概要（英文）：Basically we have studied emergency facility location problem.  
Barriers, A-distance, Preference of the possible site, different accident occurrence 
probabilities etc. are considered and taking them into account we construct more realistic 
models are constructed. For these models we have proposed efficient solution procedures. 
Further we have extended the model toward one with the given facility and obtained a 
solution procedure. We have constructed the combined model with mathematical 
evaluation method useful to the decision rule choosing the suitable one among the 
non-dominated solutions of these multi-criteria models.  These results from this study are 
published or to be published in SCI journals and we think the result is good enough as a  
mathematical approach to the facility location problem. Therefore we think that our  
purpose to study the facility location problem based on various informations is done.  
Moreover summarizing with the previous research “Mathematical studies on facility  
Locations as an infrastructure of Urban Area”, we are constructing the data base of facility  
location models.  
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１．研究開始当初の背景 

これからの社会では、既存の施設も含めて、
その統廃合や、それに伴う人、物の新、再
配置が鍵となっている.  実際これらは簡
単には変更できない．そこでこれまでの都
市の基盤作りの研究を生かすことを考え、
各種の公共施設、商業施設、交通網の整備
等の計画策定の実システムを作ることを
目指すことにした．平成 20 年度に終了し
た科研費「都市の基盤つくりとしての施設
配置の数理的研究」の中で得られた個別の
施設配置の成果を具体的に利用して、もっ
と様々な情報を生かした総合的な都市計
画へと展開していく．我々は一方で数理的
評価法の研究を行っており、特にＩＴイン
フラ整備のための政策評価関連で台湾成
功大学管理学系李再長教授と共同研究を
行った．従来の単なる施設配置ばかりでな
くいろいろな要素を加味して都市計画に
応用しようと試みる． 
１つ目は以前の研究ですでに考えてきた、
施設配置に候補地の評価あるいは行政と
近隣の住民とのコンセンサスを組み入れ
た計画である．人間は複雑で多様な基準を
同時に持っており、ショッピングモールや
駅あるいは学校などは近ければ良いので
はなく、実際にはあまり近いと騒音、環境、
治安などの悪化のため敬遠される．このよ
うに同一の人でも矛盾した基準を持って
いる．各人や行政が持つ代替案の選好順序
にできるだけマッチした解を求めていく
ことが必要である．行政側としては設置コ
ストなどからくるその設置場所の望まし
さも勘案しなければならない．２つ目は日
本でも台湾でも重要課題である、緊急施設
配置の整備である．これらの設備単独では、
都市計画としては有効でないので、関連す
る IT インフラなど、施設の中身も考え、
複合的に施設配置を行うことを目指さね
ばならない． 
 
 

２．研究の目的 
これまでの最適施設配置では、考慮されて

こなかった将来の状況予測を用いて、立地

場所の検討を推し進める．新しい金融工学

的シナリオ解析や数理的評価方法を開発

して、多目的に評価する．このためのデー

タ集めを行う．様々な状況のもと（より一

般的障害物の存在、非対称距離、時間帯等）

での2地点間の距離について数理的、解析

的に研究を進める．消防署などの緊急施設

について、既存施設の統廃合を含めて配置

についての研究を進める．この際のデータ

は近隣の消防署に協力を依頼する．モデル

にはその設備の規模や性能（IT化の程度）

などを入れた最適化を計る．同時に複数タ

イプの施設を配置する場合の最適化につ

いて考察する．その他、商業施設なども含

めたさまざまな施設についての社会的最

適化について考察する．以上のような各施

設を総合的に配置する計画を立てる． 

実際にいろいろな条件を入れた最適な配

置場所や将来の状況を出力するシステム

を構築する．研究協力者の台湾成功大学都

市計画系葉教授には、幅広く適宜関連する

データについて、日本ばかりではなく、台

湾、特に台南市周辺のものの収集からその

手法、検証を手伝ってもらう． 

以上の研究から制約条件等についても現

場に合ったモデルにより最適施設配置の

データベース化を行い、計算機上で必要な

場合に容易にシミュレーションができる

ようにする． 

 

 

３．研究の方法 
数年前から国際共同研究をしている台湾 
国立成功大学都市計画系葉教授に示唆や 
データ情報提供を受ける．特に各種施設 
の総合的配置モデルにおける条件の追加 
や妥当性について議論するとともに、研究 
成果を評価してもらい現実的なモデル作 
成に役立てる．一方で、連携研究者の奥原 
浩之、塩出省吾、斎藤誠慈の各氏と協力し 
て前回の基盤研究「都市の基盤つくりと  
しての施設配置の数理的研究」で考察  
した個別施設モデルを結びつけてよ  
り現実的にすると共に将来および波  
及効果をも考えた様々な情報を手に  
入れて、都市計画に資するデータベー  
スを構築する．そのため購入するパーソ 
ナルコンピュータを駆使して、各人の得意 
分野での解析および地理情報などの共有 
化を行う．最終的には適当な設定の下、計 
算機上での配置実験のためのシステム作 
りをする． 
 

 

４．研究成果 
まず緊急施設配置について、事故発生確

率、障害物の存在、既存施設の存在の下で
の場所の望ましさを考慮したモデルを構築
して、その効率的解法を与えた．これらは
多目的モデルであるため得られた非劣解を
数理的に評価して、どの解を採用するかを
決定する方法についても考察した．これは、
都市計画に応用する際には住民の多様な基
準を考慮した数理的方法である．一方施設



配置のコストについて確率変動を考慮した
モデルも構築した．施設は一度作れば簡単
に統廃合できないので、将来のコスト変動、
人口変動などのシナリオを考えたモデルへ
と発展させた．施設建設者側の考慮であり、
今まで考察されていない新しいモデルであ
る．特に都市計画へ応用する際に重要であ
る．また、今回は施設の運用などの観点か
ら物資の輸送や運用などのモデルについて
も考察し効率的解法を与えた．特に東北の
大震災の復旧にも役立つファジィ郵送問題
も発表した．これらは各々SCI Journal に論
文掲載、あるいはそれに準ずる国際雑誌に
論文を公表した．これらは、数理的モデル
について厳しい雑誌であり、我々の研究が
実際に役立つ可能性が大きいことを示して
いる。塩出氏との都市計画での利便性に繋
がる競合施設の研究をはじめ、連携研究者
とも協力して多様な情報の下での施設配置
に一定の貢献を行ったと思っている． 
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